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令和６年度 第２回大津市環境人育成推進懇話会 議事録 

1 日時 令和６年１０月４日（金） １８：３０～２０：００ 

2 場所 大津市役所 新館７階 特別会議室 

3 出席者 

構成員 ７名                  ※敬称略 

びわこ成蹊スポーツ大学        中野 友博 

オーパルオプテックス株式会社     山脇 秀錬 

ＮＰＯ法人おおつ環境フォーラム    長崎 雄二 

滋賀県シェアリングネイチャー協会   辻田 良雄 

カワセミ自然の会            橋詰 幸喜 

滋賀県小学校教育研究会 環境教育部会 石戸 勇雄 

幼稚園環境部会            山本 美徳 

4 欠席者 

構成員 １名               ※敬称略 

大津こども環境探偵団エコリーダー   中谷 祐士 

 

 

 

１ 開会 

 

 

２ 環境政策課長挨拶 

・7 月末に辻田氏指導のもと、指導者研修会を実施した。 

・事業の推進のため専門的な知識、経験をお持ちの皆様から忌憚のない御意見をお伺いしたい。 

 

 

３ 座長挨拶 

・「大津環境人を育む行動計画」では、環境人の育成のため、環境学習に関することが書かれ

ている。そのような取組の効果的な推進を図るために、この懇話会が設置されている。 

・環境学習をより良いものにするため、皆様から忌憚のない御意見をお伺いし、議論が盛り上

がることを期待している。 

 

 

４ 議題 

（１）指導者研修会の結果などについて 

・「令和６年度指導者研修会 結果」、「令和６年度指導者研修会 参加者アンケート実施結果

（２日程分）」のとおり事務局より説明 

 

【構成員からの御意見・御質問】 

・幼稚園の先生方の顔が生き生きとしており、本当に楽しく参加させていただいた。木工クラ
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フトのもっくんも夢中で制作していた。 

・上田上幼稚園は芝生や、木があり非常に自然環境が良い。また、地域住民が協力的である。 

園には自然を生かした活動の写真が飾っており、良い取組をされていた。 

・葉っぱのカルタ取りは葉っぱに触れられることが良いと言っていただいた。木工クラフトの

もっくんでは先生方が本当に夢中になって制作に取り組んでおられた。歪な木が好まれた

ことが意外だった。 

・研修会は大人向けの内容であったので、園でやるにはアレンジを加えていただく必要がある。 

・葉っぱのカルタ取りは園にあるのを使ったのか。 

→葉っぱはいろいろな種類を揃えるため準備したものを持ってきた。 

・あらかじめ準備するものと、園にあるものや公園にあるものを使うのも良いと思う。 

・木工クラフトのもっくんの準備に関してはどうされたのか。 

→基本的には辻田氏が用意した。木は環境政策課が用意し、辻田氏に加工していただいた。

（事務局） 

・幼稚園で行う際は剪定ばさみを使うともっと簡単にできるかもしれない。 

 

・公共交通機関を利用して参加しなければならないことと、幼稚園までのアクセスを踏まえる

と人を集めるのは難しかったと思う。 

→今回は公用車で送迎をした先生もいる。国体のリハーサル大会では自家用車を大会のため

に公用車申請している。このことから、参加していただく先生方に公用車申請していただ

く方法もある。（事務局） 

・そのためだけに公用車申請することは手間であるので、環境政策課で課題として考えていた

だきたい。 

 

・保育園の先生方は参加していないのか。 

→保育園の先生方にはお声がけできなかった。（事務局） 

 

・幼稚園で指導者研修会をどのように活かせたか年度末あたりにアンケートを取っていただき

たい。幼稚園の先生方の負担にならない時期にお願いしたい。 

 

 

（２）指導者研修会（実践編）について 

 

【構成員からの御意見・御質問】 

・実践編について、地域の方から畑を耕した時に出てきた根っこの形が面白いと根っこをいた

だいた。地域に還元してきいたいので、根を活用した内容をしたい。 

・動物カードを使った環境学習を園児を交えて実践したい。 

・１１月に作品展があるため園児を交えた根の工作等を実施したいと考えている。可能であれ

ば年内に実施することを考えている。 

・動物カードを使った環境学習について、辻田氏がいなくても保育の中に取り入れ、幼児向け
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にアレンジを加えていくことが良い環境学習に繋がると思う。 

 

 

（３）環境学習関連事業の報告等について 

・「大津こども環境探偵団 結果報告書 結団式・水生生物探偵」、「結団式・水生生物探偵団

員アンケート」、「大津こども環境探偵団 結果報告書 琵琶湖いきもの探偵」、「琵琶湖い

きもの探偵団員アンケート」について事務局より説明。 

 

【構成員からの御意見・御質問】 

・探偵団については大学生ボランティアはどのように集めたのか。 

→滋賀大学にボランティアの科目があり、教務課を通じてボランティア募集を行った。（事務

局） 

・今は科目があり来てもらえているが、その科目が終わっても来てもらえるように何か考える

べきである。 

→こちらでも報償費という形で支出できるため、今後考えていきたい。（事務局） 

・里山探偵で木工クラフトのもっくんができるのではないか。 

 

 

（４）その他 

・環境人の育成では生物多様性がよく取り上げられ、特に探偵団事業などエネルギーや二酸化

炭素削減の取組が疎かになっているように感じる。それについてどう思われるか。 

→環境人を育成するにあたり、琵琶湖や大津の山々の自然に触れてもらうことで、まずは環

境に興味をもってもらうことが大切だという考えてやってきた。今もそれをベースにやっ

てきている。 

次の段階へ行くには仰ったようにエネルギーについて考えることが求められるだろう。

大津市には環境人の他に大津人もあり、それは大人向けである。棲み分けをしているわけ

ではないが、育成の初めの部分を重視した結果、今のようになっている。 

→探偵団では 2 月の活動でクリーンセンターへ行く予定である。現在の活動は生物多様性に

偏っているが、過去の活動でも生活に関連する生物多様性以外の活動を行っている。（事務

局） 

 

 

５ 閉会 

・お忙しい中、本懇話会にご出席賜り、感謝申し上げる。 

・本日頂いた貴重な御意見は本市の事業に生かしていく。 

 


